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 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。 

    ２．売上高には、消費税等は含まれていない。 

    ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式が存在しないため記載していない。 

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第38期

第１四半期連結 
累計(会計)期間 

第39期
第１四半期連結 
累計(会計)期間 

第38期

会計期間 
自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日 

自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日 

自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日 

売上高 （百万円）  36,754  35,116  162,501

経常利益 （百万円）  1,309  186  13,659

四半期（当期）純利益 （百万円）  845  179  8,950

純資産額 （百万円）  112,123  119,027  119,651

総資産額 （百万円）  361,545  366,174  365,299

１株当たり純資産額 （円）  6,347.82  6,753.82  6,788.48

１株当たり四半期（当期） 

純利益 
（円）  48.38  10.28  512.04

潜在株式調整後１株当たり 

四半期（当期）純利益 
（円）  －  －  －

自己資本比率 （％）  30.7  32.2  32.5

営業活動による 

キャッシュ・フロー 
（百万円）  1,849  △3,830  39,081

投資活動による 

キャッシュ・フロー 
（百万円）  △5,500  △6,307  △30,442

財務活動による 

キャッシュ・フロー 
（百万円）  △62  9,098  △10,197

現金及び現金同等物の 

四半期末（期末）残高 
（百万円）  10,614  10,167  11,207

従業員数 （人）  2,615  2,554  2,495
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 当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はない。 

 また、主要な関係会社に異動はない。 

 当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はない。 

  

(1）連結会社の状況 

 （注） 「従業員数」は就業人員で、正社員、受入出向者を表し、臨時従業員数は（ ）内に当第１四半期連結会計期

間の平均人員を外数で記載している。 

(2）提出会社の状況 

 （注） 「従業員数」は就業人員で、正社員、受入出向者を表し、臨時従業員数は（ ）内に当第１四半期会計期間の

平均人員を外数で記載している。 

２【事業の内容】

３【関係会社の状況】

４【従業員の状況】

  平成22年６月30日現在

従業員数（人） （ ）  2,554 577

  平成22年６月30日現在

従業員数（人） （ ）  1,538 82
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 当社グループの主たる事業である電気事業セグメントのみを記載している。 

 なお、電気事業について、電力需要が夏季にピークを迎えることから、四半期の業績に季節的変動がある。  

(1）需給実績 

(2）販売実績 

(A）契約高 

 （注） 本表には、特定規模需要を含む。 

第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

種別 
当第１四半期連結会計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

  
 前年同四半期比（％） 

  

発受電電力量               

自社火力発電電力量（千ｋＷｈ）  1,592,822  101.9

他社受電電力量（千ｋＷｈ）  478,766  106.5

揚水発電所の揚水用電力量 

（千ｋＷｈ） 
 △12,404  269.5

合計（千ｋＷｈ）  2,059,184  102.6

損失電力量（千ｋＷｈ）  346,051  99.8

販売電力量（千ｋＷｈ）  1,713,133  103.1

自社発電所利用率（％）  37.9       －

 （注）１．販売電力量の中には、建設工事用電力及び事業用電力（当第１四半期連結会計期間 2,220千kWh）を含んで

いる。 

  
２．自社発電所利用率  ＝ 

自社発電電力量   

  自社発電所認可最大出力×暦時間数   

  平成22年６月30日現在  前年同四半期比（％）

契約口数 

電灯  771,201  101.3

電力  63,825  98.9

計  835,026  101.1

契約電力（千kW） 

電灯       －       －

電力  1,664  100.8

計  －  －

2010/08/13 9:13:1210669099_第１四半期報告書_20100813091241

- 3 -



(B）販売電力量及び料金収入 

 （注）１．本表には、特定規模需要を含む。 

２．上記料金には、消費税等は含まれていない。 

(C）産業別（大口電力）需要実績 

 （注） 特定規模需要を含む。  

種別 
当第１四半期連結会計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

  
 前年同四半期比（％）  

  

販売電力量（百万kWh） 

電灯  655  105.4

電力  1,058  101.8

計  1,713  103.1

料金収入（百万円） 

電灯  14,957  99.8

電力  18,389  96.1

計  33,347  97.7

種別 

当第１四半期連結会計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

  
  

 前年同四半期比（％） 
  
  販売電力量（百万kWh）

鉱工業            

  鉱業  1  92.2

  製造業            

    食料品  24  107.0

    パルプ・紙・紙加工品  2  96.3

    化学工業  3  103.8

    石油製品・石炭製品  8  83.6

    窯業土石  14  132.9

    鉄鋼業  29  89.9

    非鉄金属  2  90.2

    その他  6  109.1

    計  88  100.8

  計  89  100.6

その他            

  鉄道業  2  101.9

  その他  114  92.3

  計  116  92.5

合計  205  95.9
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 当第１四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はない。 

  

 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等はない。 

(1）業績の状況 

 当第１四半期連結会計期間における沖縄県経済は、個人消費の一部で政府の経済対策による効果がみられるほ

か、観光関連で入域観光客数に持ち直しの動きがみられるものの、建設関連は弱含んでいることから、全体として

は厳しい状況が続いている。 

 このような状況の中で、当第１四半期連結会計期間の収支については、収入面では、電気事業において燃料費調

整制度の影響による電灯電力料の減少、連結子会社の異動の影響、民間工事の減少などにより、売上高（営業収

益）は前年同期に比べ16億38百万円減（4.5％減）の351億16百万円となった。 

 一方、支出面では、電気事業において諸費及び他社購入電力料などの費用が増加したものの、連結子会社の異動

の影響による減少などにより、営業費用は前年同期に比べ２億14百万円減（0.6％減）の344億69百万円となった。

 以上の結果、営業利益は14億24百万円減（68.7％減）の６億47百万円となった。 

 また、営業外損益を含めた経常利益については、前年同期に比べ11億22百万円減（85.7％減）の１億86百万円、

四半期純利益は６億66百万円減（78.8％減）の１億79百万円となった。 

 なお、当社グループの主たる事業である電気事業において、電力需要が夏季にピークを迎えることや、発電所の

修繕工事の完了時期による影響を受けることなどにより、四半期の業績に季節的変動がある。 

 セグメントの業績は、次のとおりである。 

①電気事業 

 当第１四半期連結会計期間の販売電力量は、電灯においては、お客さま数の増加があったことや気温が前年より

高く推移した影響により、前年同期を上回った。また、電力においても、業務用電力においてお客さま数の増加が

あったことや気温が前年より高く推移した影響により、前年同期を上回った。 

 この結果、販売電力量は前年同期に比べ3.1％増の17億13百万kWhとなった。 

 「電気事業」の売上高は、燃料費調整制度の影響による電灯電力料の減少などにより、335億45百万円となっ

た。 

 一方、営業費用は、諸費及び他社購入電力料の増加などにより、330億43百万円となった。 

 その結果、営業利益は５億１百万円となった。 

②その他 

 「その他」については、連結子会社の異動の影響や民間工事の減などがあったものの、電気事業向け工事の受注

増などから、売上高は92億72百万円、営業費用は92億５百万円となった。 

 その結果、営業利益は67百万円となった。 

(2）キャッシュ・フローの状況 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益の減少、売上債権の増加に伴う収入の減少、

法人税等の支払額の増加などにより、前年同期に比べ、56億80百万円減の38億30百万円の支出（前年同期は18億49

百万円の収入）となった。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得による支出の増加などにより、前年同期に比べ８億７百

万円増（14.7％増）の63億７百万円の支出となった。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、資金調達の増加などにより、前年同期に比べ91億60百万円増の90億98百

万円の収入（前年同期は62百万円の支出）となった。 

 以上の結果、現金及び現金同等物の当第１四半期連結会計期間末残高は、前連結会計年度末に比べ10億40百万円

減（9.3％減）の101億67百万円となった。 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はない。 

２【事業等のリスク】

３【経営上の重要な契約等】

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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(4）研究開発活動 

当第１四半期連結会計期間における研究開発費総額は１億35百万円である。 

なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はない。 

※研究開発費総額には、内部取引を考慮していない。  
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(1）主要な設備の状況 

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はない。 

(2）設備の新設、除却等の計画 

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について重要な変

更はない。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却及び売却等の計画はない。 

第３【設備の状況】
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

該当事項はない。 

該当事項はない。  

該当事項はない。 

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握していない。

第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  30,000,000

計  30,000,000

種類 
第１四半期会計期間末
現在発行数（株） 
（平成22年６月30日） 

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月12日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容

普通株式  17,524,723  17,524,723

東京証券取引所 

（市場第一部） 

福岡証券取引所 

単元株式数100株 

計  17,524,723  17,524,723 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円） 

資本金残高
（百万円） 

資本準備金増
減額 
（百万円） 

資本準備金残
高（百万円）

平成22年４月１日～ 

平成22年６月30日 
 －  17,524,723  －  7,586  －  7,141

（６）【大株主の状況】
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 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしている。

①【発行済株式】 

 （注）１．「完全議決権株式（自己株式等）」欄は全て当社所有の自己株式である。 

２．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が700株（議決権の数７個）含まれ

ている。 

②【自己株式等】 

  

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注） 最高・最低株価は、東京証券取引所（市場第一部）によるものである。 

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はない。 

（７）【議決権の状況】

  平成22年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式       51,800 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式  17,309,300  173,093 － 

単元未満株式 普通株式       163,623 － 1単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  17,524,723 － － 

総株主の議決権 －  173,093 － 

  平成22年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称 

所有者の住所 
自己名義所有株
式数（株） 

他人名義所有株
式数（株） 

所有株式数の合
計（株） 

発行済株式総数に対す
る所有株式数の割合
（％） 

沖縄電力株式会社 
沖縄県浦添市牧港 

五丁目２番１号 
 51,800  －  51,800  0.30

計 －  51,800  －  51,800  0.30

２【株価の推移】

月別 平成22年４月 ５月 ６月

最高（円）  5,330  5,360  4,765

最低（円）  4,845  4,680  4,370

３【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に準拠し、「電気事業会計規則」（昭和40年通商産業省令第

57号）に準じて作成している。 

 なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に準拠し、改正前の電気事業

会計規則に準じ、当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結

累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に準拠し、改正後の

電気事業会計規則に準じて作成している。 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から

平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期

連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について有限責任監査法人

トーマツによる四半期レビューを受けている。 

第５【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
連結貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

固定資産 334,602 334,968

電気事業固定資産 ※1,※2  251,673 ※1,※2  254,937

汽力発電設備 71,536 72,878

内燃力発電設備 11,290 11,531

送電設備 54,523 55,292

変電設備 31,463 31,778

配電設備 69,619 69,827

業務設備 12,694 13,084

その他の電気事業固定資産 545 545

その他の固定資産 ※1,※2  18,237 ※1,※2  18,545

固定資産仮勘定 42,356 38,771

建設仮勘定 42,356 38,763

除却仮勘定 0 7

投資その他の資産 22,334 22,714

長期投資 9,973 10,527

繰延税金資産 10,769 10,638

その他 1,840 1,846

貸倒引当金（貸方） △249 △298

流動資産 31,572 30,330

現金及び預金 10,757 11,647

受取手形及び売掛金 6,484 6,341

たな卸資産 ※3  9,295 ※3  8,139

繰延税金資産 2,026 1,969

その他 3,179 2,391

貸倒引当金（貸方） △171 △157

合計 366,174 365,299
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
連結貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

負債及び純資産の部   

固定負債 192,350 174,149

社債 59,999 49,999

長期借入金 117,715 109,692

退職給付引当金 14,157 13,942

その他 477 514

流動負債 54,796 71,499

1年以内に期限到来の固定負債 20,279 35,640

短期借入金 5,553 5,565

コマーシャル・ペーパー 7,000 －

支払手形及び買掛金 10,675 13,330

未払税金 1,150 5,192

その他 10,138 11,771

負債合計 247,147 245,648

株主資本 117,469 117,817

資本金 7,586 7,586

資本剰余金 7,141 7,141

利益剰余金 103,012 103,357

自己株式 △271 △267

評価・換算差額等 533 796

その他有価証券評価差額金 533 796

少数株主持分 1,024 1,036

純資産合計 119,027 119,651

合計 366,174 365,299
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業収益 ※2  36,754 ※2  35,116

電気事業営業収益 34,245 33,465

その他事業営業収益 2,509 1,651

営業費用 ※1,※2  34,683 ※1,※2  34,469

電気事業営業費用 32,294 32,899

その他事業営業費用 2,389 1,569

営業利益 2,071 647

営業外収益 159 409

受取配当金 72 117

受取利息 12 12

その他 74 279

営業外費用 921 869

支払利息 873 753

その他 48 116

四半期経常収益合計 36,914 35,525

四半期経常費用合計 35,604 35,338

経常利益 1,309 186

税金等調整前四半期純利益 1,309 186

法人税等 429 1

少数株主損益調整前四半期純利益 － 185

少数株主利益 34 5

四半期純利益 845 179
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,309 186

減価償却費 5,449 5,068

固定資産除却損 157 118

退職給付引当金の増減額（△は減少） 208 214

受取利息及び受取配当金 △85 △129

支払利息 873 753

売上債権の増減額（△は増加） 1,346 △142

たな卸資産の増減額（△は増加） △586 △1,141

その他の流動資産の増減額（△は増加） △95 △777

仕入債務の増減額（△は減少） △2,265 △2,663

未払事業税及び未払消費税等の増減額（△は減
少）

△872 △392

その他の流動負債の増減額（△は減少） 99 △836

その他 △75 587

小計 5,463 844

利息及び配当金の受取額 79 119

利息の支払額 △1,123 △1,063

法人税等の支払額 △2,568 △3,731

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,849 △3,830

投資活動によるキャッシュ・フロー   

固定資産の取得による支出 △5,602 △6,478

固定資産の売却による収入 84 213

投融資による支出 △19 △17

定期預金の預入による支出 △5 △200

定期預金の払戻による収入 5 50

その他 37 123

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,500 △6,307

財務活動によるキャッシュ・フロー   

社債の発行による収入 － 9,966

社債の償還による支出 － △15,000

長期借入れによる収入 3,000 13,200

長期借入金の返済による支出 △5,645 △5,537

短期借入れによる収入 102 13,553

短期借入金の返済による支出 － △13,565

コマーシャル・ペーパーの発行による収入 3,000 20,000

コマーシャル・ペーパーの償還による支出 － △13,000

配当金の支払額 △502 △505

その他 △16 △13

財務活動によるキャッシュ・フロー △62 9,098

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,712 △1,040

現金及び現金同等物の期首残高 14,327 11,207

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  10,614 ※1  10,167
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       該当事項はない。  

  

  

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間 

（自 平成22年４月１日 

  至 平成22年６月30日）  

（四半期連結損益計算書） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、

当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。  

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

  
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

税金費用の計算  税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算している。なお、法人税

等調整額は「法人税等」に含めて表示している。 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

項目 
当第１四半期連結会計期間末

（平成22年６月30日） 
前連結会計年度末 

（平成22年３月31日） 

※１．有形固定資産の減価償

却累計額 

  （百万円） 

     519,867

  （百万円） 

     515,603

※２．固定資産の圧縮記帳  固定資産の取得価額は下記の金額だけ工

事費負担金等の受入のため圧縮記帳されて

いる。 

同左 

    （百万円） 

     24,509

  （百万円） 

     24,270

※３．たな卸資産  たな卸資産の内訳は以下のとおり。 

  （百万円） 

商品及び製品    193

仕掛品    545

原材料及び貯蔵品    8,556

計    9,295

 たな卸資産の内訳は以下のとおり。 

  （百万円） 

商品及び製品    42

仕掛品    281

原材料及び貯蔵品    7,815

計    8,139
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（四半期連結損益計算書関係）

項目 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

※１．営業費用の内訳  電気事業営業費用の内訳は、次のとおり

である。 

 電気事業営業費用の内訳は、次のとおり

である。 

  

区分 
電気事業
営業費用 
（百万円） 

左記のうち
販売費及び
一般管理費
（百万円）

人件費  4,345  2,665

（うち退職
給付引当金
繰入額） 

 (528)  (528)

燃料費  9,546 －

その他  18,609  2,381

小計  32,501  5,047

相殺消去額 △207 －

合計  32,294 －

区分
電気事業 
営業費用 

（百万円） 

左記のうち
販売費及び
一般管理費
（百万円）

人件費  4,112  2,425

（うち退職
給付引当金
繰入額） 

 (377)  (377)

燃料費  9,504 －

その他  19,380  2,666

小計  32,998  5,092

相殺消去額  △99 －

合計  32,899 －

※２．売上高等の季節的変動  売上高等の季節的変動は、次のとおりで

ある。 

 電力需要が夏季にピークを迎えること

や、発電所の修繕工事の完了時期による影

響を受けることなどにより、四半期の業績

に季節的変動がある。 

同左 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

  （平成21年６月30日現在）   （平成22年６月30日現在）

  

  （百万円）

現金及び預金 10,841

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △227

現金及び現金同等物 10,614

  （百万円）

現金及び預金 10,757

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △590

現金及び現金同等物 10,167
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当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至

平成22年６月30日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

普通株式         17,524,723株 

２．自己株式の種類及び株式数 

普通株式           52,656株 

３．配当に関する事項 

配当金支払額 

（株主資本等関係）

（決議） 株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日 

定時株主総会 
普通株式  524  30 平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金 
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前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 （注）１．事業区分の方法 

事業活動における業務の種類を勘案して区分している。 

２．各区分に属する主要な製品の名称等 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はない。 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

海外売上高がないため該当事項はない。 

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

  
電気事業

（百万円） 
建設業

（百万円） 

その他の事
業 
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全
社 
（百万円） 

連結
（百万円）

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売上高  34,245  605  1,904  36,754  －  36,754

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 37  2,192  4,088  6,318 (6,318)  －

計  34,282  2,798  5,992  43,073 (6,318)  36,754

営業利益又は営業損失（△）  1,781  △200  312  1,892  178  2,071

事業区分 主要な製品・事業活動 

電気事業 電力供給 

建設業 電気設備工事の調査・設計・施工 

その他の事業 

電気機械器具の販売及び修理、車両及び物品リース 

電気機械設備の受託運転、電気計器の修復及び検定代弁 

土地建物の管理・売買・賃貸借及びこれらの仲介 

コンピュータに関するシステム設計・分析並びにソフトウェア開発受託と販売 

電気通信事業法に基づく電気通信事業 

データセンター事業・コンタクトセンター事業 

分散型電源によるエネルギー供給サービス 

アクティブシニアコミュニティの開発運営 

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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１．報告セグメントの概要  

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

ある。 

 当社グループは、個々の連結会社がそれぞれ事業セグメントを構成しており、そのうち事業全体の大部分を

占める「電気事業」を報告セグメントしている。 

 「電気事業」は、沖縄県を供給区域とし、当社の発電電力に他社から受電する電力を合わせ、これをお客さ

まに供給している。  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

（単位：百万円）

 （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、配電・電気・土木・建設工事の

請負施工、電気機械設備の受託運転・保守点検などの事業を含んでいる。 

    ２．セグメント利益の調整額78百万円は、セグメント間取引消去である。 

    ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。  

（追加情報）  

 当第1四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号 平成20年３月21日）を適用している。 

【セグメント情報】

  

報告セグメント
その他
（注）１ 

合計
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書 
計上額  

（注）３ 
電気事業 

  

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高 33,513  1,602  35,116  －  35,116

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 31  7,669  7,701  △7,701  －

計  33,545  9,272  42,817  △7,701  35,116

セグメント利益  501  67  568  78  647
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１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純利益 

 （注） １株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりである。 

 該当事項はない。 

 該当事項はない。 

（１株当たり情報）

当第１四半期連結会計期間末 
（平成22年６月30日） 

前連結会計年度末 
（平成22年３月31日） 

１株当たり純資産額 円 銭6,753 82 １株当たり純資産額 6,788円48銭

前第１四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

１株当たり四半期純利益 円 銭48 38 １株当たり四半期純利益 円 銭10 28

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載していない。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載していない。 

  
前第１四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

四半期純利益（百万円）  845  179

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（百万円）  845  179

普通株式の期中平均株式数（千株）  17,482  17,472

（重要な後発事象）

２【その他】
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 該当事項なし。 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

   平成２１年８月１０日 

沖縄電力株式会社     

  取締役会 御中   

  有限責任監査法人トーマツ   

  
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
  公認会計士 向    眞 生  印 

  
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
  公認会計士 永 田    立  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている沖縄電力株式

会社の平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２１年４月１

日から平成２１年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２１年４月１日から平成２１年６月３０日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロ

ー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独

立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、沖縄電力株式会社及び連結子会社の平成２１年６月３０日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

   平成２２年８月９日 

沖縄電力株式会社     

  取締役会 御中   

  有限責任監査法人トーマツ   

  
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
  公認会計士 向    眞 生  印 

  
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
  公認会計士 永 田    立  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている沖縄電力株式

会社の平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２２年４月１

日から平成２２年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２２年４月１日から平成２２年６月３０日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロ

ー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独

立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、沖縄電力株式会社及び連結子会社の平成２２年６月３０日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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